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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼鏡フレームのヨロイとテンプルとを回動自在に連結する連結構造、又はフロントフレ
ームからリムを跳ね上げるために用いる連結構造であって、
　１個のコマを備える第一の部材と、
　前記コマの両側に対向して取付けられる２個の摺動板と、
　前記２個の摺動板を挟持する挟持部を備える第二の部材を有し、
　前記２個の摺動板がそれぞれ、その内側面に前記コマの軸孔に挿入される軸を備え、そ
の外側面に前記挟持部を係合させる溝を備え、
　前記コマに前記２個の摺動板を取付け、前記両方の溝を同一方向に向けた状態で前記挟
持部の一部を前記溝に押し込むことにより、前記挟持部に前記２個の摺動板を挟持させ、
前記第一の部材と前記第二の部材とを回動自在に連結することを特徴とする連結構造。
【請求項２】
　前記挟持部が前記２個の摺動板及び前記コマを保持する保持部を備え、
前記挟持部の端部に、前記２個の摺動板及び前記コマを前記保持部に差し込むための差込
口を備えていることを特徴とする請求項１に記載の連結構造。
【請求項３】
　前記挟持部が、前記２個の摺動板及び前記コマを保持する保持部と、該保持部よりも幅
の広い導入部とを備え、
　前記保持部と前記導入部との間に、前記２個の摺動板及び前記コマを前記保持部に差し
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込むための差込口を備えていることを特徴とする請求項１に記載の連結構造。
【請求項４】
　前記コマと前記摺動板との間に、調整板を備えていることを特徴とする請求項１に記載
の連結構造。
【請求項５】
　前記摺動板が、その外周にリング状のカバーを備えていることを特徴とする請求項１に
記載の連結構造。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二つの部材を相対的に回動自在に連結する連結構造に関し、特に、眼鏡フレ
ームのヨロイとテンプルとを連結する連結構造、又はフロントフレームからレンズを備え
るリムを跳ね上げるために用いる連結構造に関する。「ヨロイ」とは、フロントフレーム
の両外端部を意味する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な眼鏡フレームは、ヨロイとテンプルとが蝶番によって連結されている。眼鏡を
着用するときは、左右のテンプルが夫々フロントフレームに対して略９０°開き、不使用
のときは、両テンプルが夫々フロントフレームの裏側に重なるように、折り畳むことがで
きる。眼鏡フレームにおいては、汎用されている蝶番を使用しないで、ヨロイの一部及び
テンプルの一部で蝶番と同様の機能を構成する場合がある。このように、蝶番に相当する
構造を、本明細書では「連結構造」と称する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
　特許文献１に記載されている連結構造の一例を図１５に示す。この連結構造１５０は、
第一の部材１１０に１個のリング状のコマ１１１が設けられ、第二の部材１４０に２個の
リング状のコマ１４１、１４３が平行して設けられている。コマ１１１は中央部に軸孔１
１２を備え、コマ１４１、１４３はそれぞれ同一軸線上に軸孔１４２、１４４を備えてい
る。軸孔１４４には雌ネジが形成されており、雄ネジを備える軸ネジ１４５と螺合するよ
うになっている。
【０００４】
　コマ１１１をコマ１４１、１４３の間に挟持させ、軸孔１１２、１４２、１４４を同一
軸線上に位置させた状態で、コマ１４１の外側から軸ネジ１４５を挿入する。そして、軸
孔１４４に軸ネジ１４５を螺合することにより、第一の部材１１０と第二の部材１４０と
が回動自在に連結される。連結構造１５０を眼鏡フレームに使用する場合には、例えば、
第一の部材１１０をテンプルとし、第二の部材１４０をヨロイとすることができる。また
は、これらを逆にすることもできる。
【０００５】
　眼鏡フレームは、ヨロイとテンプルとの回動に、適当な強さの摺動摩擦を備えることが
要求される。例えば、フロントフレームを手で持ったときに、どのような角度にしても、
テンプルが自重では回動しない程度の摩擦力である。すなわち、テンプルは軽い力で開閉
できるとともに、意に反して開閉することのないことが、好ましい状態である。
【０００６】
　しかしながら、眼鏡フレームを長年使用していると、テンプルの開閉に伴って軸ネジ１
４５がコマ１１１と共に回動して緩むことや、コマ１１１、１４１、１４３の摺動面が磨
耗することによって、摺動摩擦は次第に小さくなる。この結果、眼鏡が使い難い状態とな
ったり、気付かないうちに軸ネジ１４５が外れて紛失したりすることがある。そして、一
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度緩みを起こすと、締め直しをしても、再び緩みやすくなってしまう傾向がある。
　また、フロントフレームからレンズを備えるリムを前方に跳ね上げるタイプの眼鏡フレ
ームに用いる連結構造においても、適当な強さの摺動摩擦を備えることが要求され、同様
の問題を備えている。　　
【特許文献１】特開２００４－２７２１７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、眼鏡フレームのヨロイとテンプルとを回動自在に連結する連
結構造であって、長期間に亘って適当な摺動摩擦を維持することができる連結構造を提供
することにある。また、構造が簡単で、安価に製造することができる連結構造を提供する
ことにある。さらに、デザインの幅が大きく、ファッション性の高い眼鏡フレームとする
ことができる連結構造を提供することにある。また、リムの跳ね上げにも用いることがで
きる連結構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明の請求項１に係る連結構造は、眼鏡フレームのヨ
ロイとテンプルとを回動自在に連結する連結構造、又はフロントフレームからリムを跳ね
上げるために用いる連結構造であって、１個のコマを備える第一の部材と、前記コマの両
側に対向して取付けられる２個の摺動板と、前記２個の摺動板を挟持する挟持部を備える
第二の部材を有し、前記２個の摺動板がそれぞれ、その内側面に前記コマの軸孔に挿入さ
れる軸を備え、その外側面に前記挟持部を係合させる溝を備え、前記コマに前記２個の摺
動板を取付け、前記両方の溝を同一方向に向けた状態で前記挟持部の一部を前記溝に押し
込むことにより、前記挟持部に前記２個の摺動板を挟持させ、前記第一の部材と前記第二
の部材とを回動自在に連結する手段を採用している。
【０００９】
　また、本発明の請求項２に係る連結構造は、請求項１に記載の連結構造において、前記
挟持部が前記２個の摺動板及び前記コマを保持する保持部を備え、前記挟持部の端部に、
前記２個の摺動板及び前記コマを前記保持部に差し込むための差込口を備えている手段を
採用している。また、本発明の請求項３に係る連結構造は、請求項１に記載の連結構造に
おいて、前記挟持部が、前記２個の摺動板及び前記コマを保持する保持部と、該保持部よ
りも幅の広い導入部とを備え、前記保持部と前記導入部との間に、前記２個の摺動板及び
前記コマを前記保持部に差し込むための差込口を備えている手段を採用している。
【００１０】
　また、本発明の請求項４に係る連結構造は、請求項１に記載の連結構造において、前記
コマと前記摺動板との間に、調整板を備えている手段を採用している。また、本発明の請
求項５に係る連結構造は、請求項１に記載の連結構造において、前記摺動板が、その外周
にリング状のカバーを備えている手段を採用している。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の連結構造は、コマの両面を２個の摺動板で挟持することによって、適度な摺動
摩擦が得られ、緩みを生じ難い構造とすることができる。そして、本発明の連結構造を採
用した眼鏡フレームは、テンプルを開閉する際に最適な摺動摩擦が得られ、その状態を長
期間持続させることができる。また、リムを跳ね上げる構造にも採用することができる。
また、構造が簡単であるために、安価に製造できるとともに、摩擦力の再調整やメンテナ
ンスを簡単に行うことができる。さらに、デザインの幅が大きくファッション性の高い眼
鏡フレームとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の連結構造の一例を示し、（ａ）は組立て前の概略図、（ｂ）は組立て後
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の概略図、（ｃ）は組立て後の部分断面図である。
【図２】第一の部材の一例を示し、（ａ）は概略平面図、（ｂ）は概略側面図である。
【図３】摺動板の一例を示し、（ａ）は概略側面図、（ｂ）はＡ－Ａ矢視による概略平面
図、（ｃ）はＢ－Ｂ矢視による概略裏面図、（ｄ）はＣ－Ｃ矢視による概略側面図である
。
【図４】第二の部材の一例を示し、（ａ）は概略平面図、（ｂ）は概略側面図、（ｃ）は
挟持部の説明図である。
【図５】第二の部材の他の一例を示すとともに、これを用いる本発明の連結構造の一例と
組立て方法を示し、（ａ）は組立ての第１段階、（ｂ）は第２段階、（ｃ）は第３段階で
ある。
【図６】本発明の連結構造を用いた眼鏡フレームの一例を示し、（ａ）は概略平面図、（
ｂ）は概略正面図、（ｃ）は概略側面図である。
【図７】本発明の連結構造を用いた眼鏡フレームの他の一例を示し、（ａ）は概略平面図
、（ｂ）は概略正面図、（ｃ）は概略側面図である。
【図８】摺動板の外形のデザイン例を（ａ）～（ｅ）に示し、各左側が概略平面図、各右
側が概略側面図である。
【図９】摺動板の他の一例を示し、（ａ）は対をなす２個の摺動板を別個に示す概略側面
図、（ｂ）は両摺動板が結合した状態を示す概略側面図である。
【図１０】第二の部材のまた別の一例を示し、（ａ）は概略側面図、（ｂ）はＤ－Ｄ矢視
による断面の一例、（ｃ）はＤ－Ｄ矢視による断面の他の一例である。
【図１１】第二の部材のさらに別の一例を示し、（ａ）は概略側面図、（ｂ）はＥ－Ｅ矢
視による断面の一例である。
【図１２】本発明の連結構造のまた別の一例を示し、（ａ）は組立て前の概略図、（ｂ）
は組立て後の概略図、（ｃ）は組立て後の部分断面図である。
【図１３】摺動板にカバーを備える本発明の連結構造の一例を示し、（ａ）はカバーの平
面図、（ｂ）はカバーの側面図、（ｃ）は組立て前の概略図、（ｄ）は組み立て後の概略
図である。
【図１４】本発明の連結構造をリムの跳ね上げ構造に用いた一例を示し、（ａ）は眼鏡フ
レームのリムの概略図、（ｂ）はフロントフレームの概略図、（ｃ）は第一の部材の概略
図、（ｄ）は第二の部材の概略図を示す。
【図１５】従来の連結構造を示す概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　　図１は、本発明の連結構造の概略を示し、（ａ）は組立て前の各構成部品概略図、（
ｂ）は組立て後の概略図、（ｃ）は（ｂ）の一部を拡大した部分断面図である。本発明の
連結構造５０は、眼鏡フレームを構成する２つの部材を回動自在に連結する連結構造であ
って、第一の部材１０と第二の部材３０とが２個の摺動板２０、２０を介して連結されて
いる。以下、第一の部材１０をヨロイとし、第二の部材３０をテンプルとした場合につい
て説明するが、その他の部材にも応用することができる。また、第一の部材１０及び第二
の部材３０を金属製とし、摺動板２０を樹脂製とした場合の一例について説明するが、こ
れらの材質や形状は適宜変えることができる。まず、各構成部品について説明し、その後
に図１（ｂ）（ｃ）について説明する。
【００１４】
　図２は、第一の部材１０を示し、（ａ）は概略平面図、（ｂ）は概略側面図である。第
一の部材１０は、１個のリング状のコマ１１を備え、コマ１１の中央部には軸孔１２が形
成されている。この構成は、従来の連結構造１５０における第一の部材１１０と全く同様
である。コマ１１の両面は、滑らかに形成された摺動面１３、１３となっている。摺動面
１３、１３間の距離ａ（コマ１１の厚さ）については、後に摺動板２０との関係を説明す
る。
【００１５】
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　　図３は、摺動板２０の構造を示し、（ａ）は概略側面図、（ｂ）は（ａ）に記載のＡ
－Ａ矢視図、（ｃ）はＢ－Ｂ矢視図、（ｄ）はＣ－Ｃ矢視図である。摺動板２０は、摺動
面となる内側面２１に軸２３を備え、軸２３はコマ１１の軸孔１２に挿入されて回転軸と
なる。軸２３の形状は短い円柱状としているが、軸孔１２に対して回動可能となる形状で
あれば良く、円柱の一部を切り欠いた形状や、角部を丸めた多角柱等とすることもできる
。
【００１６】
　　摺動板２０の外側面２２には、第二の部材３０の挟持部３１が係合する溝２４が形成
されている。溝２４は、必ずしも一定の幅や深さとする必要はないが、これらを一定とす
ることにより、摺動板２０の製作及び連結構造５０の組立てを簡単にすることができる。
図３（ａ）において、摺動板２０の厚さ（内側面２１と外側面２２間の距離）をｂとし、
軸２３の長さをｃとしている。また、（ｂ）において溝２４の幅をｄとし、（ｄ）におい
て、溝底２５と内側面２１間の距離をｅで示している。
【００１７】
　　摺動板２０は、金属製とすることもできるが、適当な摺動摩擦を持続させるためには
、樹脂製とすることが好ましい。樹脂の中でも耐磨耗性の高い樹脂が好ましく、例えば、
ポリカーボネート、ポリアミド、ポリアセタール、ポリブチレンテレフタレート、ポリエ
チレンテレフタレート、ポリフェニレンサルファイド、ポリエーテルスルホン等を用いる
ことができる。
【００１８】
　　図４は、第二の部材３０を示し、（ａ）は概略平面図、（ｂ）は概略側面図、（ｃ）
は挟持部３１の説明図である。第二の部材３０は、２個の摺動板２０を挟持する挟持部３
１を備えている。挟持部３１は板状であり、長孔状の保持部３３を備えて２個の摺動板２
０及びコマ１１を保持することができる。
　　保持部３３の幅をｆとする。また、挟持部３１は、その端部に差込口３２を備えてお
り、ここから２個の摺動板２０及びコマ１１を保持部３３に差し込むことができる。また
、挟持部３１は、保持部３３の奥側に弾性部３４を備え、適度な挟持力を持たせることが
できる。
【００１９】
　　図１に戻って、連結構造５０の組立てについて説明する。図１（ｂ）（ｃ）に示すよ
うに、第一の部材１０に２個の摺動板２０、２０を取付ける。すなわち、第一の部材１０
のコマ１１の両側から、軸孔１２に摺動板２０の軸２３を挿入する。ここで、各摺動板２
０はコマ１１に軽く固定されていると組立が容易となるので、軸２３と軸孔１２の直径を
略等しくして軽い嵌合状態を形成することが好ましい。
【００２０】
　　図１（ｃ）の断面図を参照して、第一の部材１０に２個の摺動板２０を取付けた状態
での各寸法の関係について説明する。図２（ｂ）に示すコマ１１の厚さａと、図３（ａ）
に示す軸２３の長さｃとの関係は、ａの値をｃの値の２倍を超える値（ａ＞２ｃ）として
いる。これによって、コマ１１の両摺動面１３、１３に各摺動板２０の内側面２１が確実
に密接することになり、適度な摺動摩擦を得ることができる。
【００２１】
　　また、図１（ｃ）に示すように２個の摺動板２０の外側面２２、２２間の距離をＡと
すると、Ａの値は図２（ｂ）に示すａの値と図３（ａ）に示すｂの値によって決まり、Ａ
＝ａ＋２ｂとなる。また、２個の摺動板２０の溝底２５、２５間の距離をＢとすると、Ｂ
の値は図２（ｂ）に示すａの値と図３（ｄ）に示すｅの値によって決まり、Ｂ＝ａ＋２ｅ
となる。なお、摺動板２０の溝２４の幅ｄは、第二の部材３０の挟持部３１が係合可能な
寸法である。
【００２２】
　　第一の部材１０に２個の摺動板２０を取付けた状態で、各溝２４が同一方向を向くよ
うに調節する。そして、第二の部材３０の差込口３２を摺動板２０の各溝２４の一端に押
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し当てて強く押し込むことにより、第一の部材１０と共に２個の摺動板２０をスライドさ
せ、保持部３３に位置させることができる。ここで、保持部３３の幅ｆは略Ｂの値であっ
て、Ｂの値よりもやや小さい値である。これにより、保持部３３は摺動板２０、２０に対
して挟持力を付与することになる。組立ての際に挟持部３１は一時的に押し広げられるが
、弾性力によって元の形状に回復することができる。保持部３３の奥側に弾性部３４を設
けることにより確実に弾性変形させることができる。連結構造５０は構造が簡単であり、
組立て及び分解をワンタッチで行うことができる。
【００２３】
　図５には、本発明の他の例として、形態を変えた第二の部材３０ａを備える本発明の連
結構造５０ａを示している。挟持部３１ａは板状であり、２個の摺動板２０及びコマ１１
を保持するための長孔状の保持部３３ａを備えるとともに、保持部３３ａよりも幅の広い
長孔状の導入部３５ａを備えている。保持部３３ａの幅をｆとし、導入部３５ａの幅をｇ
とする。そして、保持部３３ａと導入部３５ａとの間に、２個の摺動板２０及びコマ１１
を保持部３３ａに差し込むための差込口３２ａを備えている。
【００２４】
　図５において、第一の部材１０に２個の摺動板２０を取付けた状態は、連結構造５０の
場合と同様である。すなわち、図１（ｃ）に示したように、２個の摺動板２０の外側面２
２、２２間の距離はＡであり、溝底２５、２５間の距離はＢである。第二の部材３０ａの
保持部３３ａの幅ｆは、前述の第二の部材３０と同様に形成されている。導入部３５ａの
幅ｇは、Ａ以上となる大きな幅に形成されている。
【００２５】
　図５（ａ）～（ｃ）は連結構造５０ａの組立て方法を順に示しており、（ａ）は第一の
部材１０と２個の摺動板２０が組立てられた第１段階を示している。（ｂ）の第２段階で
は、組立てられた２個の摺動板２０及びコマ１１を、第二の部材３０ａの導入部３５ａに
位置させている。導入部３５ａの幅ｇはＡ以上に形成されているので、このように位置さ
せることができる。
【００２６】
　　次に、２個の摺動板２０の各溝２４が保持部３３ａの方向を向くように調節し、挿入
口３２ａに摺動板２０の各溝２４の端を当てて保持部３３ａに強く押し込む。２個の摺動
板２０及びコマ１１は、スライドして保持部３３ａに移動し（ｃ）の第３段階とすること
ができる。ここで、保持部３３ａの幅ｆは略Ｂの値であって、Ｂの値よりもやや小さい値
である。このため、保持部３３ａは摺動板２０に対して挟持力を付与することになる。組
立ての際に挟持部３１ａは一時的に押し広げられるが、弾性力によって元の形状に回復す
ることができる。導入部３５ａは、第二の部材３０の弾性部３４と同様に作用して、確実
に弾性変形をさせることができる。連結構造５０ａは構造が簡単であるために、組立て及
び分解をワンタッチで行うことができる。
【００２７】
　図６は、本発明の連結構造５０ａを採用して、ヨロイ６１とテンプル６２とを回動自在
に連結したリムレスタイプの眼鏡フレーム６０を示している。このように、本発明の連結
構造５０、５０ａによって、今までにない新しいデザインが得られる。また、連結構造５
０、５０ａは、フルリムタイプの眼鏡フレームやハーフリムタイプの眼鏡フレームにも採
用することが可能であり、これらのデザインの幅を大きく広げることができる。図７は、
逆に第一の部材をテンプル６２ａとし、第二の部材をヨロイ６１ａとした場合の本発明の
連結構造５０ｂを採用したハーフリムの眼鏡フレーム６０ａを示している。
【００２８】
　　本発明の連結構造は、コマの両面を摺動板で挟持することにより摺動摩擦を発生させ
ている。このため、緩みを生じ難く、一定の摺動摩擦を持続させることができる。また、
万一摺動摩擦が緩むようなことがあったとしても、適切な工具を使用すれば、保持部３１
、３１ａの幅ｆが狭くなるように、調節することができる。そして、従来の連結構造にお
けるように、軸ネジが脱落するようなトラブルを起こすこともなく、快適に使用すること
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ができる。また、図１～図５に示すように、構造が簡単であり、安価に製造することがで
きる。
【００２９】
　　本発明の連結構造は、上記の形態に限らず、さらに他の形態や多くのデザインを施す
ことができる。例えば、図３に示した摺動板２０は、この形状に限らず、図８（ａ）～（
ｅ）に示す様々な形状の摺動板２０ｘとすることができる。何れの場合も、内側面２１に
軸２３を備え、外側面２２に溝２４を備える点で共通している。そして、異なる形状の摺
動板２０ｘを交換して使用することにより、眼鏡フレームのデザインを変化させることが
できる。構造が簡単であるために、使用者が自分で摺動板を交換することが可能であり、
自分でバリエーションを楽しむことができる。
【００３０】
　　連結構造５０及び連結構造５０ａにおいて、組立てを容易にするために、軸孔１２と
軸２３との間に軽い嵌合状態を形成することを述べた。図９は他の固定方法を示し、２個
の摺動板２０ａ、２０ｂが雌雄の対をなすように形成して、相互に軽く結合するようにし
ている。（ａ）は両者を別個に示す概略側面図、（ｂ）は両者が結合した状態を示す概略
側面図である。
【００３１】
　　すなわち、摺動板２０ａは、その軸２３ａの端面に嵌合突起２８を備え、摺動板２０
ｂはその軸２３ｂの端部に嵌合穴２９を備えている。その他、内側面２１ａ、２１ｂ、外
側面２２ａ、２２ｂ等については、摺動板２０と同様である。したがって、嵌合突起２８
と嵌合穴２９によって嵌合状態を形成することが可能であり、これによって摺動板２０ａ
、２０ｂを第一の部材１０に固定することが可能である。
【００３２】
　　第二の部材３０、３０ａについては、何れも板状の金属材料を用いる場合を示したが
、他の材料を使用することもできる。図１０は、棒状の材料を折り曲げて形成した第二の
部材３０ｂを示している。図５の第二の部材３０ａと同様に、挟持部３１ｂは、保持部３
３ｂ及び導入部３５ｂを備えている。図１０（ｂ）は丸棒材を使用した場合のＤ－Ｄ矢視
断面図であり、図１０（ｃ）は角棒材を使用した場合のＤ－Ｄ矢視断面図である。
【００３３】
　　図１１は、樹脂材料を使用した場合の第二の部材３０ｃを示している。ここでも、挟
持部３１ｃは、保持部３３ｃ及び導入部３３ｃを備えている。図１１（ｂ）に示すように
、挟持部３１ｂの厚みを大きくして断面を凸状に形成し、これによって摺動板２０の溝２
４と係合させることができる。
【００３４】
　　本発明の連結構造の構成は、さらに他の部品を追加することが可能であり、その一例
を図１２に示す。連結構造５０ｃは、第一の部材１０のコマ１１と摺動板２０との間に、
調整板８０を加えたものである。そして、例えば第一の部材１０と摺動板２０を夫々金属
製とし、調整板８０を樹脂製とすることができる。このような構成とすることによって、
消耗品となる調整板８０のみを交換して、摺動摩擦を最適な状態に維持することができる
。
【００３５】
　　図１３に示す連結構造５０ｄは、摺動板２０ｄがその外周にリング状のカバー７０を
備える一例を示している。カバー７０は、摺動板２０に合わせた溝７４及び溝底７５を備
えることが好ましい。摺動板２０ｄにカバー７０を取付けたときの形状を、摺動板２０と
同一形状とすれば、摺動板２０と同様に使用することができる。そして、カバー７０を金
属製とすることによって、テンプルの先端に強いアクセントを付けることができる。また
、自分でカバー７０を交換して、デザインのバリエーションを楽しむことができる。
【００３６】
　　図１４に、リム６６を跳ね上げる構造に本発明の連結構造５０ｅを用いた一例を、眼
鏡フレーム６０ｅとして示す。この眼鏡フレーム６０ｅは、フロントフレーム６５の外端
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定されておらず、連結構造５０ｅによって回動可能に連結されている。
【００３７】
　　すなわち、リム６６の中央部には、第一の部材１０ｅを取付ける取付け穴６７が形成
されている。第一の部材１０ｅは、そのコマ１１ｅに軸孔１２ｅを備えるとともに、取付
け穴６７に埋め込むための埋め込み部１９を備えている。また、フロントフレーム６５の
中央部にはリム取付け部６８が形成され、第二の部材３０ｅを取付けることができる。第
二の部材３０ｅは、保持部３３ｅ及び差込口３２ｅを備えている。そして、第一の部材１
０ｅと第二の部材３０ｅとは、摺動板２０を介して連結することにより、本発明の連結構
造５０ｅを構成することができる。
【００３８】
　　このため、眼鏡フレーム６０ｅは、レンズを備えるリム６６をフロントフレーム６５
から前方に向かって跳ね上げることができる。例えば、普通に眼鏡を掛けた状態で読書を
している使用者は、ちょっとだけ眼鏡を外したい場合に、リム６６を前方に跳ね上げるこ
とが可能であり、簡単に眼鏡を外した状態とすることができる。
【００３９】
　　以上、本発明の連結構造５０は、第一の部材１０、摺動板２０、及び第二の部材３０
に多くの変化を持たせることが可能であり、眼鏡フレームのデザインに大きな幅を持たせ
ることができる。
【符号の説明】
【００４０】
　　　　１０　　第一の部材
　　　　１１　　コマ
　　　　１２　　軸孔
　　　　２０　　摺動板
　　　　２１　　内側面
　　　　２２　　外側面
　　　　２３　　軸
　　　　２４　　溝
　　　　３０　　第二の部材
　　　　３１　　挟持部
　　　　３２、３２ａ　　差込口
　　　　３３、３３ａ　　保持部
　　　　３５ａ　　導入部
　　　　５０、５０ａ　　連結構造
　　　６０　　眼鏡フレーム
　　　６１　　ヨロイ
　　　６２　　テンプル
　　　６５　　フロントフレーム
　　　６６　　リム
　　　　７０　　カバー
　　　　８０　　調整板
【関連出願の相互参照】
【００４１】
　本出願は、２０１２年１月１３日に日本国特許庁に出願された特願２０１２－００４７
４９に基づいて優先権を主張し、その全ての開示は完全に本明細書で参照により組み込ま
れる。
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